
 

 

滑川市早月加積地区 ２０１４年５月３日 

東部小学校（２０１３年１月７日掲載） 

 

■相撲で礼の心学ぶ  

 のどかな田園風景（でんえんふうけい）が広がる滑川市（なめりかわし）北東部にあ

り、市内で最もたくさんの児童（じどう）が通う。グラウンドを囲む緑は、かつて校区
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に多く見られたケヤキで、校章のデザインにも取り入れられている。  

 学校一番の自慢（じまん）は、４０年以上続く相撲（すもう）大会だ。グラウンド横

の相撲場で初夏（しょか）、学年ごとにクラス別対抗戦（たいこうせん）と男女の個人

戦（こじんせん）を繰（く）り広げる。歴代横綱（れきだいよこづな）は番付表（ばん

づけひょう）に名前が刻（きざ）まれるとあって、子どもたちの表情（ひょうじょう）

は真剣（しんけん）そのもの。勝っても負けても互（たが）いをたたえ合うことで、礼

（れい）の心を学んでいる。指導（しどう）には地元住民が協力（きょうりょく）し、

当日は多くの人が応援（おうえん）に駆（か）け付けるなど、学校と地域（ちいき）を

結ぶ大切な行事にもなっている。  

 「知（ち）・徳（とく）・体（たい）」のバランスの取れた成長（せいちょう）を目指

し、あいさつ運動（うんどう）や始業（しぎょう）前の「朝読書」などにも積極的（せ

っきょくてき）に取り組む。掃除（そうじ）の時間は黙（だま）って働（はたら）く「黙

働（もくどう）」を実践（じっせん）。活動に集中する心を養（やしな）っている。  

 西元正史（にしもとまさし）校長は「自ら考え、行動できる子どもに育ってほしい」

と願っている。  

 

■沿革 

 １９６８（昭和４３）年に浜加積（はまかづみ）小と早月加積（はやつきかづみ）小



を統合して開設。２００３（平成１５）年に校舎の大規模改造工事を終えた。児童数４

８８人。西元正史校長。滑川市四ツ屋（よつや）。  

 

■校歌     作歌・小林謙、作曲・黒坂富治  

高くそびえる 立山つるぎ  

つよく正しく 勇ましく  

これが みんなの 願いです  

ああ 山の向うまで  

夢が いっぱい わいてくる  

ぼくら わたしら 東部小学校  

みんな仲よく 歌います  

山に向って 歌います  

     （２番の歌詞は省略） 

 


